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わ
な
い
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
に
設
立
申
請
を
行
い
、

同
年
二
月
に
東
京
府
知
事
よ
り
設
立
許
可
が
下
り
た
が
、
第
一

回
の
出
資
金
払
込
み
が
で
き
ず
、
よ
う
や
く
八
年
一
二
月
に
開

業
に
至
っ
た
。
業
務
区
域
は
立
川
町
一
円
と
さ
れ
た
。
そ
の
後

数
年
間
は
、
手
堅
い
経
営
が
続
く
の
で
あ
る
。

　
慎
ま
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
立
川
信
組
は
、
意
気
高
い
多
摩
中

央
信
金
に
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
く
有
力
な
鍵

は
、
昭
和
一
二
年
か
ら
立
川
信
組
の
組
合
長
、
戦
後
は
信
金
理

事
長
を
務
め
る
井
上
権
吉
、
そ
し
て
昭
和
一
三
年
に
立
川
信
組

に
入
り
、
井
上
を
支
え
つ
つ
研
鑽
を
積
み
、
井
上
理
事
長
の
あ

と
を
襲
う
関
塚
正
平
、
戦
時
期
か
ら
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
担

っ
た
、
こ
の
二
人
が
握
っ
て
い
る
。

　
戦
前
の
立
川
信
組
が
井
上
組
合
長
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
、
大
変
興
味
深
い
が
、
こ
れ
は
筆
者
よ
り
も
は
る
か

7

多摩の
金融史

佐
藤

　政
則

は
じ
め
に

　
昭
和
四
〇
年
七
月
に
執
り
行
わ
れ
た
井
上
権
吉
（
多
摩
中
央

信
用
金
庫
理
事
長
）
の
金
庫
葬
に
お
い
て
、
信
金
業
界
を
牽
引

し
て
き
た
小
原
鐵
五
郎（
1
）は
、
井
上
の
功
績
を
称
え
「
今
や

あ
な
た
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
あ
げ
た
多
摩
中
央
信
用
金
庫

は
、
預
金
量
一
八
六
億
円
を
保
有
す
る
全
国
屈
指
の
信
用
金
庫

と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
を
築
か
れ
て
お
り
ま
す
」（
2
）と
弔

辞
を
述
べ
た
。「
全
国
屈
指
」
は
い
さ
さ
か
オ
ー
バ
ー
だ
が
、

東
京
都
六
二
金
庫
の
な
か
で
一
六
位
の
預
金
規
模
（
四
〇
年
三

月
末
）
で
あ
る
。
勢
い
の
あ
る
信
金
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
も
っ
と
も
前
身
の
立
川
信
用
組
合
の
創
業
期
は
、
昭
和
恐
慌

と
重
な
っ
て
お
り
、
拡
大
と
か
成
長
と
か
の
イ
メ
ー
ジ
が
似
合

多
摩
中
央
信
金
の
昭
和
二
〇
年
代
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と
は
乖
離
す
る
世
界
を
知
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
立
川
信
組
の
意

識
や
行
動
が
ど
う
変
わ
る
の
か
は
、
戦
後
に
繋
が
る
重
要
な
問

に
生
き
の
い
い
書
き
手
に
委
ね
、
小
論
で
は
、
再
ス
タ
ー
ト
を

切
る
昭
和
二
〇
年
代
に
焦
点
を
絞
る
。
た
だ
し
、
当
時
を
証
言

す
る
残
存
資
料
は
少
量
か
つ
断
片
的
で
あ
り
、
総
体
的
な
検
討

は
難
し
い
。
二
〇
年
代
に
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の

あ
た
り
を
中
心
に
進
め
た
い
。

戦
時
下
で
の
変
化

　
初
期
一
〇
年
間
の
業
容
を
示
し
た
表
１
に
よ
れ
ば
、
立
川
信

組
に
変
化
が
現
れ
る
の
は
、
や
は
り
昭
和
一
二
年
頃
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
辺
り
か
ら
の
伸
び
は
凄
ま
じ
い
。
産
業
組
合
法
に
基

づ
く
立
川
信
組
を
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
市
街
地
信
組
と
比
較
す

る
の
は
酷
だ
が（
3
）、
一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
そ
の
全
国
平

均
に
か
な
り
接
近
し
て
き
て
い
る
。
昭
和
一
九
年
に
は
最
初
の

支
店
（
支
所
）
と
な
る
（
立
川
駅
）
南
口
支
店
が
開
設
さ
れ
、

長
か
っ
た
本
店
の
み
の
経
営
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
。

　
戦
時
経
済
の
深
化
に
伴
う
急
伸
と
い
う
皮
肉
な
展
開
を
ど
う

理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
、
な
か
な
か
厄
介
で
あ
る
。
だ
が
、
事

業
者
間
で
の
貯
金
・
貸
出
と
い
う
相
互
金
融
中
心
の
業
容
か

ら
、
貯
金
増
強
へ
積
極
的
に
取
組
み
、
そ
れ
を
強
制
的
な
が
ら

国
債
や
国
策
会
社
社
債
な
ど
で
運
用
す
る
と
い
う
、
相
互
金
融

注記：（1）全国平均は1組合あたりの単純平均。（2）貯金全国平均には積金を含むが、
立川信組は貯金のみ。（3）1943年8月の全国平均は1943年3月末の数値。

出所：立川信組については『多摩中央信用金庫創立四〇周年記念誌　多摩の歩みと
ともに』（1974年刊）65頁。組合平均については、日本銀行統計局『明治以降本邦
主要経済統計』223頁、市街地信用組合統制会編『市街地信用組合現況  昭和18年
3月末現在』2 ～ 3頁より作成。

（千円）

年.月末
立川信組 市街地信用組合 

全国平均

組合員 払込済
出資金 貯金 貸出金 組合員 払込済

出資金
貯金 
積金 貸出

1933.12 283 4 11 1 1,073 152 666 619 
1934.12 360 16 59 46 1,126 156 733 617 
1935.12 365 27 84 68 1,192 160 806 634 
1936.12 365 29 102 68 1,267 165 898 683 
1937.12 559 33 139 107 1,320 168 1,012 727 
1938.12 743 42 311 136 1,425 180 1,298 779 
1939.12 1,005 51 671 433 1,530 196 1,750 908 
1940.12 1,120 59 1,080 681 1,625 216 2,362 1,001 
1941.12 1,246 64 1,478 779 1,697 235 3,030 1,105 
1942.12 1,463 94 2,518 1,188 1,727 257 4,195 1,246 
1943. 8 1,501 97 3,649 1,203 1,788 263 4,506 1,250 

表 1　初期10年間の業容
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と
は
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。
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。
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な
検
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に
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、
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に
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は
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年
代
に
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と
そ
の
全
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に
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に
は
最
初
の

支
店
（
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解
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の
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、
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か
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間
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、
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的
に
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、
そ
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的
な
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国
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や
国
策
会
社
社
債
な
ど
で
運
用
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と
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た
。
こ
れ
ら
を
正
常
な
資
産
負
債
か
ら
切
り
離
し
（
い
わ
ゆ
る

新
旧
勘
定
分
離
）、
再
建
を
図
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
立
川
信

組
も
、
指
定
さ
れ
た
通
り
、
満
州
鉄
道
社
債
、
東
洋
拓
殖
債
券
、

興
業
債
券
な
ど
の
外
国
証
券
、
社
債
、
金
融
債
の
全
額
な
い
し

一
定
額
を
損
失
計
上
し
、
そ
れ
を
積
立
金
全
額
、
出
資
金
全
額
、

第
二
種
封
鎖
貯
金
（
主
に
大
口
法
人
貯
金
）
全
額
な
ど
で
補
て

ん
し
た
。
こ
の
結
果
、
最
終
処
理
が
確
定
し
た
昭
和
二
三
年
三

月
末
現
在
で
出
資
金
皆
無
、
し
た
が
っ
て
形
式
的
か
つ
瞬
間
的

で
は
あ
る
が
、
組
合
員
の
い
な
い
信
用
組
合
と
い
う
珍
妙
な
事

態
に
な
り
、
直
ち
に
新
た
な
出
資
金
の
募
集
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
井
上
組
合
長
は
、
こ
の
最
終
処
理
を

「
断
腸
の
思
い
」
で
報
告
し
理
解
を
得
た
上
で
、
新
出
資
の
募

集
を
諮
る
が
、
そ
の
さ
い
併
せ
て
「
飛
躍
的
再
建
」
案
を
提
案

し
承
認
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
業
務
区
域
の
大
拡
張
で
あ
り
、
組

合
名
の
改
称
で
あ
っ
た
。
再
建
整
備
に
伴
い
業
務
区
域
を
拡
張

し
た
信
用
組
合
は
、
全
国
に
数
多
あ
る
。
し
か
し
拡
張
に
応
じ

て
名
称
変
更
ま
で
徹
底
し
た
組
合
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　
業
務
区
域
は
、
立
川
市
か
ら
立
川
市
、
谷
保
村
、
西
府
村
、

府
中
町
、
小
金
井
町
、
国
分
寺
町
、
砂
川
村
、
昭
和
町
、
拝
島

題
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
拡
大
も
、
基
本
的
に
は
創
業
期

の
枠
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
進
展
し
た
。
こ
れ
が
突
破
さ
れ
る

の
は
、
敗
戦
後
の
占
領
期
・
復
興
期
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
〇
年

代
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
三
年
三
月
臨
時
総
代
会

　
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
一
六
日
、
立
川
信
組
の
再

建
策
を
協
議
す
る
た
め
に
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

総
代
会
に
お
い
て
事
業
区
域
の
拡
張
に
止
ま
ら
ず
、
組
合
名
称

の
変
更
ま
で
行
い
、
そ
の
後
の
方
向
を
決
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
井
上
権
吉
文
書
（
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
保
存
）

の
な
か
に
あ
る
『
信
組
』（
昭
和
二
三
年
）
所
収
の
「
臨
時
総

代
会
議
案
」
と
「
再
建
整
備
最
終
処
理
完
了
並
に
組
合
再
建
に

付
御
挨
拶
」を
用
い
て
立
川
信
組
の
再
建
策
を
示
す
。
上
記「
御

挨
拶
」
は
、
臨
時
総
代
会
終
了
後
に
井
上
組
合
長
名
で
、
総
代

会
の
結
果
を
組
合
員
と
貯
金
者
に
通
知
し
た
文
書
で
あ
る
。

　
す
べ
て
の
金
融
機
関
と
同
様
に
、
立
川
信
組
も
金
融
機
関
再

建
整
備
法
に
基
づ
い
て
、
い
わ
ば
敗
戦
処
理
を
行
っ
た
。
戦
時

下
に
お
い
て
最
も
安
全
資
産
と
見
做
さ
れ
て
い
た
軍
需
関
係
の

政
府
補
償
付
き
債
権
な
ど
が
、
補
償
打
切
り
に
よ
っ
て
一
転
し
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は
、
昭
和
二
八
年
時
点
で
、
多
摩
中
央
を
含
め
京
都
中
央
、
大

阪
中
央
な
ど
全
国
に
六
つ
ほ
ど
あ
っ
た
。

　
他
方
で
、
立
川
を
中
心
に
北
多
摩
を
含
め
た
多
摩
の
金
融
を

担
う
と
い
う
、
現
代
に
繋
が
る
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
凄
ま
じ

さ
を
感
じ
る
。
実
態
で
は
な
く
、
目
指
す
方
向
に
即
し
て
名
称

を
変
え
「
退
路
を
絶
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
意
識
改
革
で
あ
り
、
現
代
風
に
言
え
ば
、
明
確
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
意
気
に
感
じ
た
多

く
の
役
職
員
が
随
喜
の
涙
を
流
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
全
国
の
多
く
の
信
用
組
合
は
、
速
や
か
な
出
資
金
募
集
の
た

め
に
業
務
区
域
を
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
多
摩
中

央
信
組
は
か
な
り
異
な
る
。
後
述
す
る
店
舗
展
開
で
拡
大
区
域

の
内
実
を
固
め
な
が
ら
、
区
域
の
外
延
的
拡
大
を
継
続
的
に
進

め
て
い
く
。『
昭
和
二
五
年
度
業
務
報
告
書
』
か
ら
「
区
別
組

合
員
並
に
出
資
口
数
表
」
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
大
ま
か
な
業
務
区
域
は
わ
か
る
。『
業
務
報
告
書
』

に
業
務
区
域
が
記
載
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
二
九
年
度
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
二
〇
年
代
後
半
の
様
子
を
示
せ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
確
実
に
広
が
っ
て

い
る
。

村
、
村
山
村
、
大
和
村
、
日
野
町
、
福
生
町
、
瑞
穂
町
と
な
っ

た
。
立
川
か
ら
み
て
東
は
小
金
井
、
西
は
福
生
、
北
は
大
和
、

南
は
日
野
と
い
う
、
北
多
摩
か
ら
一
部
西
多
摩
、
南
多
摩
に
跨

る
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
応
じ
て
組
合
名
称

を
立
川
信
用
組
合
か
ら
多
摩
中
央
信
用
組
合
へ
と
改
称
す
る
の

で
あ
る
。多

摩
中
央
信
用
組
合
へ
の
改
称

　
冷
静
に
眺
め
て
、
立
川
市
に
本
店
と
一
支
店
し
か
な
い
、
い

わ
ば
無
名
の
信
用
組
合
が
広
大
な
多
摩
を
冠
す
る
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
実
態
と
方
向
性
と
の
乖
離
は
、
あ
ま

り
に
も
大
き
い
。
い
っ
た
い
何
が
、
こ
の
よ
う
な
高
揚
感
を
立

川
信
組
に
も
た
ら
し
た
の
か
。
相
当
な
議
論
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
残
念
な
が
ら
詳
ら
か
に
で
き
な
い
。
多
摩
に
あ
え
て
中
央

を
付
し
た
真
意
も
謎
で
あ
る
。
上
述
の
エ
リ
ア
で
は
さ
す
が
に

多
摩
と
は
言
え
な
い
と
い
う
素
直
さ
と
、
二
店
舗
で
多
摩
中
央

を
冠
す
る
図
太
さ
と
が
、
ま
る
で
別
人
格
の
よ
う
に
両
立
し
な

い
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
立
川
が
多
摩
の
中
央
で
あ
る
と
の
自
負
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
名
称
に
「
中
央
」
を
付
す
信
用
金
庫
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は
、
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摩
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。
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【
昭
和
二
五
年
年
度
】
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川
市
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町
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島
村
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府
中
町
、
西
府
町
、
国
立

　
　
町
、
国
分
寺
町
、
砂
川
村
、
大
和
村
、
村
山
村
、
小
金
井

　
　
町
、
小
平
町

　
（
西
多
摩
郡
）
福
生
町
、
瑞
穂
町

　
（
南
多
摩
郡
）
日
野
町

【
昭
和
二
九
年
度
】

　
　
立
川
市
、
昭
島
市
、
府
中
市
、
三
鷹
市
、
北
多
摩
郡
一
円

　
（
西
多
摩
郡
）
福
生
町
、
瑞
穂
町

　
（
南
多
摩
郡
）
日
野
町
、
加
住
村
、
由
井
村
、
七
生
村
、
多

　
　
摩
村
、
稲
城
村
、
由
木
村

　
昭
和
二
五
年
五
月
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
多
摩
中
央
信
組

に
も
専
務
理
事
制
が
導
入
さ
れ
た
。
初
代
の
専
務
理
事
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
井
上
組
合
長
を
補
佐
し
、
こ
の
総
代
会
で
初
め

て
理
事
に
選
任
さ
れ
た
関
塚
正
平
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
店
舗

展
開
や
業
務
区
域
の
拡
大
は
、
井
上
・
関
塚
の
コ
ン
ビ
で
進
め

ら
れ
て
い
く
が
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、
お
そ
ら
く
関
塚
専
務
理

事
で
あ
ろ
う
。

店
舗
拡
大
と
組
合
員
（
会
員
）
分
布
の
広
が
り

　
業
務
区
域
は
定
款
上
拡
張
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
施
策
と

な
る
と
思
う
よ
う
に
実
施
で
き
な
い
信
組
が
多
い
な
か
で
、
多

摩
中
央
信
組
の
動
き
は
機
敏
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
代
後
半

の
正
味
三
年
半
で
一
挙
に
五
店
舗
を
増
設
す
る
の
で
あ
る
。
予

見
不
能
な
状
況
下
で
、
三
〇
年
代
か
ら
の
高
度
成
長
と
い
う
大

波
を
鶴
翼
で
受
け
止
め
る
体
制
が
、
二
〇
年
代
後
半
に
す
で
に

で
き
て
い
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

　
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
〇
月

の
昭
島
支
店
を
皮
切
り
に
、
小
金
井
、
国
立
、
府
中
、
そ
し
て

二
八
年
七
月
の
国
分
寺
と
支
店
開
設
が
続
い
た
。
お
お
む
ね
中

央
線
・
青
梅
線
沿
線
で
あ
り
、
立
川
か
ら
見
れ
ば
、
東
は
小
金

井
、
西
は
昭
島
、
南
は
府
中
と
い
う
エ
リ
ア
が
営
業
基
盤
と
な

っ
た
。現
代
で
言
う
ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
北
は
三
三
年
開
設
の
小
平
支
店
と
な
る
。

　
今
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
表
２
の
備
考
欄
に
掲
げ
た
当

該
地
へ
の
進
出
順
位
で
あ
る
。
農
協
を
含
め
ず
、
戦
前
の
廃
止

店
舗
も
考
慮
し
て
い
な
い
が
、
二
〇
年
代
後
半
の
状
況
は
示
し

て
い
る
。
昭
島
支
店
か
ら
国
立
支
店
ま
で
多
摩
中
央
信
組
・
信
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金
の
店
舗
が
最
初
の
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。
府
中
に
は
、
戦
前

に
東
京
中
野
銀
行
を
合
併
し
た
三
菱
銀
行
が
そ
の
店
舗
を
継
承

し
現
存
し
て
い
た
。
二
番
目
店
舗
は
八
千
代
信
金
と
な
る
が
、

多
摩
中
央
信
金
と
の
時
間
的
差
は
僅
か
一
二
日
で
あ
り
、
両
信

金
に
差
は
な
い
。
国
分
寺
も
東
京
中
野
銀
行
以
来
の
三
菱
銀
行

支
店
が
あ
り
、
多
摩
中
央
信
金
は
二
番
目
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
銀
行
の
大
衆
化
以
前
の
三
菱
銀
行
支

店
と
多
摩
中
央
信
金
支
店
と
に
競
合
関
係
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
進
出
順
位
は
、
ほ
と
ん
ど

「
無
人
の
野
を
行
く
」
が
如
き
状
態
を
示
し
て
い
る
。
先
発
ブ

ラ
ン
ド
の
優
位
性
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
業
務
区
域
の
拡
大
と
店
舗
の
増
設
を
通
じ
て
、
信
組
組
合
員 

・
信
金
会
員
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
た
の
か
を
、
表
３
で
み
て

お
こ
う
。
デ
ー
タ
は
昭
和
二
五
年
度
の
『
業
務
報
告
書
』
か
ら

と
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
斜
体
太
字
で
示
し
た
店
舗
所
在
地
の
会
員
数
を
み
る
と
、
二 

六
年
度
の
国
立
、
小
金
井
、
二
七
年
度
の
府
中
、
二
八
年
度
の

国
分
寺
の
い
ず
れ
も
、
店
舗
開
設
年
に
急
増
し
、
そ
の
後
の
増

加
も
堅
調
で
あ
る
。こ
れ
を
主
因
に
立
川
市
の
ウ
ェ
イ
ト（ 

　
）

は
確
実
に
低
下
し
て
き
た
。
二
〇
年
代
末
に
は
立
川
だ
け
の
信

用
金
庫
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
薄
ま
っ
た
。
し
か
し
、
立

川
市
を
含
む
北
多
摩
地
区
全
体
の
ウ
ェ
イ
ト
を
算
出
す
る
と
、

二
五
年
度
末
で
九
七
・
六
％
、
二
九
年
度
末
で
も
九
六
・
五
％

注記：備考欄の表記は、当該市町村で開店した何番目の金融機関店舗であった
を示す。農協は考慮していない。また店舗名と所在場所の表記は、下記『事
業報告書』の記載の通りにした。

出所：『昭和28年度事業報告書』。備考欄は『日本金融名鑑』1960年版、1970年版、
1980年版を参照した。

店舗名 所在場所 開店年月日 備考

本店 立川駅北口通り　駅より北へ約三丁 昭和8年11月26日 ─

南口支店 立川駅南口直前 昭和19年3月1日 ─

昭島支店 青梅線東中神駅下車　南へ約五丁 昭和25年10月2日 最初

小金井支店 中央線小金井駅北口直前 昭和26年4月17日 最初

國立支店 中央線國立駅下車　富士見通り 昭和27年3月10日 最初

府中支店 甲州街道大國魂神社より東約一丁 昭和27年9月1日 3番目

國分寺支店 中央線國分寺駅下車　北へ約三丁 昭和28年7月7日 2番目

表₂　店舗の増設

A/B
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舗
の
有
無
に
よ
る
会
員
数
の
違
い
が
、
あ
ま
り
に
歴
然
と
し
て

い
る
。
観
方
を
変
え
れ
ば
、
国
分
寺
の
次
の
支
店
開
設
候
補
地

が
わ
か
り
難
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
あ
り
変
化
が
乏
し
い
。
西
多
摩
、南
多
摩
地
区
へ
の
浸
透
は
、

未
だ
「
道
遠
し
」
の
状
況
で
あ
り
、
三
〇
年
代
以
降
の
大
き
な

課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
二
九
年
度
末
の
分
布
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
が
、
店

注記：斜体太字は、店舗所在地の会員数を示す。
出所：各年度『業務報告書』より作成。

（人）
昭和25年度末 26年度末 27年度末 28年度末 29年度末

立川市(A) 1,998 2,180 2,615 2,799 立川市(A) 2,868 
富士見町 138 198 234 254 富士見町 260 

柴崎町 491 518 625 660 柴崎町 673  
錦町 484 505 625 670 錦町 691 

羽衣町 78 92 124 136 羽衣町 132 
曙町 489 516 577 612 曙町 637  

高松町 318 351 430 467 高松町 475 
昭和町 119 212 284 331 昭島市 407  
拝島村 31 50 72 77 府中市 275  
府中町 16 23 129 207 三鷹市 5 
西府村 5 5 36 39 北多摩郡
國立町 51 130 243 324 國立町 348  
國分寺村 39 62 169 253  國分寺町 299  
小金井町 94 153 204 263 小金井町 279  
砂川村 28 45 82 91 砂川町 94 
小平町 6 9 11 24 小平町 33 
村山村 6 10 11 11 村山町 11 
大和村 16 13 17 20 東村山町 5 
福生町 6 10 13 12 大和町 20 
瑞穂町 2 1 1 1 調布町 11 
日野町 16 17 22 47 神代町 3 
区域外 33 44 80 114 西多摩郡

福生町 10 
瑞穂町 1 

南多摩郡
日野町 49 
加住村 1 
七生村 2 
多摩村 5 
稲城村 1 

区域外 98 
計(B) 2,466 2,964 3,989 4,613 計(B) 4,825 
A/B% 81.0 73.5 65.6 60.7 59.4 

表₃　組合員（会員）の分布と広がり
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出所：多摩中央信用組合『昭和二十三年度起 大蔵省財務部経理検査書類綴』

（円、％）

口数以下
商業 工業 農業 その他 合計 構成比

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

10 369 123,400 280 95,300 70 20,750 442 134,450 1,161 373,900 78.6 30.4 

30 69 75,500 37 37,250 5 5,500 67 70,850 178 189,100 12.0 15.4 

50 23 56,500 18 42,750 6 12,750 21 50,250 68 162,250 4.6 13.2 

100 18 88,000 18 83,000 1 2,550 14 68,000 51 241,550 3.5 19.6 

300 1 10,000 6 60,000 8 75,000 15 145,000 1.0 11.8 

500 1 25,000 1 20,000 3 75,000 5 120,000 0.3 9.7 

合計 481 378,400 360 338,300 82 41,550 555 473,550 1,478 1,231,800 100.0 100.0 

構成比 32.5 30.7 24.4 27.5 5.5 3.4 37.6 38.4 100.0 100.0 

表₄　新組合員の業種と出資状況 （昭和24年10月₅日現在）

昭
和
二
〇
年
代
の
業
容

　
昭
和
二
四
年
頃
だ
ろ
う
が
、
大
蔵
省
の
経
理
検
査
の
さ
い
に

作
成
・
提
出
さ
れ
た
新
「
組
合
員
業
態
調
」
が
残
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
用
い
て
、
多
摩
中
央
信
組
は
ど
う
い
う
人
々
に
支
持
さ

れ
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
新
組
合
員
の
状
況
を
示
し
た
表
４
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
特
徴

が
鮮
明
で
あ
る
。
ま
ず
、
職
業
別
構
成
を
（
申
込
）
件
数
と
金

額
で
み
る
と
、「
商
業
」
と
「
工
業
」
の
合
計
が
と
も
に
六
割

近
く
に
な
る
。
一
方
で
、
業
種
が
「
そ
の
他
」
に
集
約
さ
れ
て

い
る
出
資
者
は
、
件
数
・
金
額
と
も
に
四
割
弱
も
あ
る
。
こ
こ

に
は
「
工
員
」「
教
員
」「
事
務
職
」
等
の
地
域
で
生
活
す
る
「
俸

給
生
活
者
」
が
含
ま
れ
る
。
多
摩
中
央
信
組
が
商
工
業
者
に
支

持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
同
時
に
事
業
者
以
外
の

地
域
住
民
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　
次
に
申
込
口
数
か
ら
み
て
み
る
。
昭
和
二
三
年
三
月
の
臨
時

総
代
会
に
お
い
て
、
出
資
は
一
口
五
〇
円
、
上
限
五
〇
〇
口
と

決
め
ら
れ
た
。
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
業
種
に
お
い

て
も
一
〇
口
以
下
の
申
込
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
合
計
で
は
八
割

弱
で
あ
っ
た
。
合
計
を
単
純
計
算
す
る
と
、
一
〇
口
以
下
は
一
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出所：多摩中央信用組合『昭和二十三年度起 大蔵省財務部経理検査書類綴』

（円、％）
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30 69 75,500 37 37,250 5 5,500 67 70,850 178 189,100 12.0 15.4 

50 23 56,500 18 42,750 6 12,750 21 50,250 68 162,250 4.6 13.2 
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合計 481 378,400 360 338,300 82 41,550 555 473,550 1,478 1,231,800 100.0 100.0 

構成比 32.5 30.7 24.4 27.5 5.5 3.4 37.6 38.4 100.0 100.0 
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に
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明
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か
だ
が
、
同
時
に
事
業
者
以
外
の
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民
に
も
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え
ら
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て
い
た
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次
に
申
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口
数
か
ら
み
て
み
る
。
昭
和
二
三
年
三
月
の
臨
時

総
代
会
に
お
い
て
、
出
資
は
一
口
五
〇
円
、
上
限
五
〇
〇
口
と

決
め
ら
れ
た
。
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
業
種
に
お
い

て
も
一
〇
口
以
下
の
申
込
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
合
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で
は
八
割

弱
で
あ
っ
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合
計
を
単
純
計
算
す
る
と
、
一
〇
口
以
下
は
一
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件
当
た
り
三
二
二
円
、
六
～
七
口
と
な
る
。
多
摩
中
央
信
組
の

中
核
的
支
持
者
は
、
相
対
的
な
少
額
出
資
者
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
一
〇
口
以
下
の
金
額
的
構
成
は
三
割
に
止
ま
る
。
一
〇
〇
口

を
超
え
る
申
込
件
数
は
、
再
建
整
備
で
の
貯
金
没
収
が
影
響
し

て
い
る
の
か
、
わ
ず
か
二
件
で
あ
る
。
し
か
し
金
額
的
に
は
二

割
を
占
め
存
在
感
は
あ
る
。

　
最
後
に
、
昭
和
二
〇
年
代
の
途
中
経
過
に
触
れ
て
お
く
。
表

５
は
、
二
六
年
に
多
摩
中
央
信
用
金
庫
と
な
っ
た
直
後
の
業
容

を
東
京
都
七
一
信
金
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
の
項
目
で
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
も
は
や
そ
の
他
大
勢
で

は
な
い
。
な
か
で
も
会
員
数
、
出
資
金
、
借
入
金
、
店
舗
の
多

さ
、
そ
し
て
預
貸
率
の
高
さ
は
印
象
的
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

多
摩
中
央
信
組
・
信
金
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
は
都
内
全
体
で

見
て
も
早
い
ほ
う
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
全
国
的
に
見
れ
ば
、
む
し
ろ
遅
い
ほ
う
で
あ
る（
4
）。

二
七
年
度
末
に
お
け
る
多
摩
中
央
信
金
の
六
億
四
千
万
円
と
い

う
預
金
額
は
、
全
国
五
六
位
で
あ
っ
た
。
現
在
メ
ガ
信
金
と
呼

ば
れ
る
信
金
の
多
く
は
、
す
で
に
二
〇
位
以
内
に
い
た
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に
代
え
て

　
昭
和
二
三
年
三
月
の
臨
時
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
「
飛
躍
的

再
建
」
策
は
、
そ
の
後
の
多
摩
中
央
信
組
の
方
向
を
軌
道
付
け

た
。
昭
和
二
〇
年
代
は
、
立
川
の
深
耕
と
共
に
北
多
摩
地
区
を

強
化
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
転
換
し
、「
無
人
の
野
を
行
く
」
が
如
き
店

舗
展
開
を
、高
度
成
長
到
来
の
前
に
速
や
か
に
行
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
分
岐
点
と
も
言
え
る
ほ
ど
意
義
深
い
。
大
波
を
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
次
第
に
預
金
争

出所：全国信用金庫協会『信用金庫概況　
昭和28年3月末現在』14 ～ 15頁より作成。

（千円、％）

多摩中央 東京都信金
平均

会員数 3,989 2,868 
資金構成

出資金 45,863 24,707 
諸積立金 1,274 1,786 

預金 638,216 582,603 
借入金 29,471 6,694 

運用構成
貸出金 553,233 444,820 
預け金 119,153 140,605 

有価証券 15,566 17,141 
現金 31,853 17,865 

職員数
男 63 51 
女 38 30 

店舗数 6 3.3 
預貸率 86.7 76.4 
現金･預け金/預金 23.7 27.2 
金庫数 71 

表₅　多摩中央信金の業容
（昭和28年₃月末）
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奪
の
主
戦
場
へ
と
変
わ
る
多
摩
地
区
に
お
い
て
先
行
優
位
を
確

保
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
高
度
成
長
を
予
見
す
る
こ
と
は
誰
し
も
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
の
迎
撃
体
制
の
構
築
は
、
多
摩
中
央
信
組
・
金
庫
の
固

有
の
事
情
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
複
雑

な
組
合
・
金
庫
内
事
情
を
反
映
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
方
で
は
井
上
組
合
長
・
関
塚
専
務
理
事
の
直
感
や
意
地
が
多

分
に
作
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
の
た

め
に
多
摩
中
央
信
組
・
信
金
は
あ
る
の
か
と
い
う
、
こ
の
本
筋

を
外
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
た
賜
物
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　
当
時
、
全
国
信
用
金
庫
連
合
会
会
長
・
城
南
信
金
理
事
長
。

（
2
）　
多
摩
中
央
信
用
金
庫
『
井
上
理
事
長
逝
去
追
悼
録
』
昭
和
四
〇
年

八
月
五
日
。

（
3
）　
立
川
信
用
組
合
が
市
街
地
信
用
組
合
法
に
基
づ
く
信
用
組
合
に
改

組
す
る
の
は
一
九
四
四
年
で
あ
る
（
立
川
町
の
市
制
施
行
は
一
九
四
〇

年
）。

（
4
）　
佐
藤
政
則
「
多
摩
金
融
史
研
究
と
多
摩
信
用
金
庫
」（
多
摩
の
金

融
史
１
）『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一
六
六
号
（
二
〇
一
七
年
五
月
）
を
参
照
。

さ
と
う
　
ま
さ
の
り

麗
澤
大
学
経
済
学
部
教
授

千
葉
県
柏
市
在
住
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摩
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に
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こ
の
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を
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て
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の
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も
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い
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は
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上
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関
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事
の
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や
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が
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に
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の
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。
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井
上
理
事
長
逝
去
追
悼
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』
昭
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八
月
五
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。

（
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）　
立
川
信
用
組
合
が
市
街
地
信
用
組
合
法
に
基
づ
く
信
用
組
合
に
改

組
す
る
の
は
一
九
四
四
年
で
あ
る
（
立
川
町
の
市
制
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行
は
一
九
四
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年
）。

（
4
）　
佐
藤
政
則
「
多
摩
金
融
史
研
究
と
多
摩
信
用
金
庫
」（
多
摩
の
金

融
史
１
）『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一
六
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号
（
二
〇
一
七
年
五
月
）
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照
。

さ
と
う
　
ま
さ
の
り

麗
澤
大
学
経
済
学
部
教
授

千
葉
県
柏
市
在
住




